
nDCBA ,,,, を自然数、 pを奇数の素数とする。 
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（２） 16 n が素数となるような nに対して、
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このとき、Cは 16 n の倍数であることを示せ。 
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   となり、 pは奇数の素数であるので 3p であるから、①の｛ ｝内の和の分母に 

   現れるどの因数にも約分されることはない。 

   よって、 Aは pの倍数である。 
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   となり、 16 n は素数であるので②の｛ ｝内の和の分母に現れるどの因数にも約分される 

ことはない。 

   よって、 Aは 16 n の倍数である。 


